
巻頭言

改革のとき
会計埋･Ii小山 正樹

節二次"I.一非人戦が終ってからほぼ50年が辞ちました.その間人

きな戦1Pもなく.概して世非ははば平和なときを過ごしてきました.

その折果.川の内外を問わず政拾.経済等の分野で制度舷･jIがEj;/.

ち各分野での改LY･の必要rlが いわれています.

このような状態になったのは科学は81の発展が一つの原l小二なっ

れていなかった時代には.これほどの変化のスピードもなく.また

必要もなかったものと思われます.

制比/社会システムと杓ノ羊技術の関係はもっと追求されていい

テーマだと々えられます.例えば,日本の政治改革はlilなる政的机

度の改革だけでなく,Il.仝システムそのものの議,副二まで及ほうと

しています.'Iiiの舶rlL!/Jlへの佼･穀ともいうべきものでし上うか

しかし,fl会システムはそこに仔Jl:_する人々と人々がも,)竹'FI,

組識あるいは人々にまつわるさまざまな■姓凶がものごとを複雑にし

ているようです.特に轟ル.故については.それ自体がまるで!⊥き物の

ように振舞うことがあります.械後の日本の成良を支えたのは日本

的組成であるといわれてきましたし,また規イー一の矧Jl外からみた口

本の聞役もまさにこの日本的机識であるといわれています

ひるがえって.耽々の所14;する'lJd+1Tl報iifIィ.iJ学会はjlt学は柵を1)N

究する域とIt.AJEL!Tに机識でもあります.その泉L識が今ソサイエティ制

という改･Y.にfl'.JL川l'備中です.こ1日よ,'i:.I'の斡配分という;1度は当

たらないにしても,何らかの食味で会fl個人個人にイlfrJ.小利に働

くことは免れません.牡に.I-1と会の肝政をあずかる翁としてみた場

合,これ以 ヒの会冊のldi卜げが艶しい規瓜 ソサイエティ馴-の移

子了がすべての会口にとってハ ソピーであるとは考えられません.

ソサイエティ制はZli純にみれば.現学会の複数分割であります

そこでは.名神の委n会がより多く開かれることになるでしょう.

そのためには一郎等lruの操船も増えることになるでし上う.すなわち

分割損が存Jlすることになるからです.

ぜひ,全日諸氏におかれましても,この改革が会員にとって等 し

くアンハッピーな学会でなく等しくハッピーな学会をもたらすよう

御和解と御協)Jを仙きたいと.Fit.います


